
 

 

パラリンピアンから学ぶ 

                                                                副校長 宇治昭秀 

「失ったものを数えるのはやめよう。残されたものを最大限に生かせ。」これは、パラリンピック

の提唱者、ルートヴィヒ・グットマン(Ludwig Guttman)の言葉です。 

 医師であったグットマンは、所長を務めていたストーク・マンデビル病院国立脊髄損傷センター

において「手術よりスポーツを」の理念のもと、第２次世界大戦による傷痍軍人達を対象に、車椅

子アーチェリーの競技会を開きたいと考えました。その後、アーチェリーの他にも様々な種目が加

わり競技が行われるようになったことで、彼の理念は多くの傷痍軍人に、大きな生き甲斐を与える

ようになっていきます。 

 そして、１９４８年のロンドンオリンピックに合わせ、彼の病院の名を冠した「ストーク・マン

デビル競技大会」を開催したことが、現在のパラリンピックの起源といわれています。 

 パラリンピックのパラとは、開始からしばらくの間、半身の不随(paraplegic)＋オリンピック

(Olympic)の造語でしたが、１９８５年以降、オリンピックと同様の意義をもったスポーツの祭典

として尊重されるべきとの考えから、平行(Parallel)＋オリンピック(Olympic)で、「もう一つのオリ

ンピック」と解釈されるようになり、現在にいたっています。 

 さて、先日の運動会は、いかがだったでしょうか。私は、子供たちの一つ一つの頑張りと、演技

後の一人一人の充実感溢れる表情に、思わず胸が熱くなりました。また、見えないところで運動会

を支えていた高学年児童の様々な係活動のたくましい姿にも、大きな感動を覚えました。閉会式で

児童代表が語った「楽しみにしていた運動会が、もう終わってしまいます」という言葉が、子供た

ちの運動会への思いのすべてを表現していたと思います。 

 子供たちにとって、運動会のテーマにある「仲間・協力・全力」を児童一人一人が、自分なりに

精一杯表現する中で、友達との協力や目標に向かって全力を出し切ることの「良さ」を学んだ運動

会だったと思います。 

２００６年のトリノパラリンピックで、日本選手団の旗手を務めた新田佳浩氏は、自らの生き方

について「不可能とは可能性だ」と語っています。 

 また、１９９６年のアトランタパラリンピックで金メダルを獲得した盲目のマラソンランナー柳

川春巳氏は「目は見えなくても、夢はみえる」との言葉で、常に希望をもって生きることの大切さ

を人々に伝えました。 

 今年度、共成小学校は東京都の「オリンピック・パラリンピック教育推進校」の指定を受け、様々

な取組を進めています。この取組の中で、子供たち一人一人が自らの可能性を信じ、あきらめず夢

に向かって挑戦し続けようとする姿勢が育つよう指導を充実させていきます。 

 今月１６・１７日には「音楽会」が控えています。子供たちが「スポーツの秋」に続き、「音楽

の秋」をどのように演出してくれるのか、楽しみにお待ちください。 

「むさしのの 空青々（まさお）なる 落葉かな」 秋櫻子 
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【稲刈り・脱穀（共成小地区委員会）】 

 共成小地区委員会の方々が中心となって、１０月１３日（土）に稲刈り、２７日（土）に脱

穀を行いました。４月から種まき、しろかき、田植え、草取り、あみかけ、稲刈り、脱穀等々、

１年かけて作り上げた米を収穫することができました。児童が保護者の方々や地域の方々と共

に作業をし、作物を収穫するまでの大変さとその喜びを味わう中で、子供たちに「協働の大切

さ」や「感謝の心」が大きく醸成されたと思います。 

御協力いただいた共成地区委員会の皆様、ＰＴＡの皆様に 

深く感謝申し上げます。 

今後、収穫祭が行われます。収穫の喜びを共有するために 

お米をお餅に仕上げ、みんなで食べたり、お世話になった方々 

に感謝の気持ちを表したりするお祭りです。 みんなで収穫を 

お祝いしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜音楽会＞ 
平成３０年度「音楽会」を下記のとおり行

います。 

子供たちが目を輝かせながら練習に取り組
んできた合唱と合奏を発表します。 

 ご多用のことは存じますが、ぜひご来校く
ださい。子供たちの一生懸命取り組んだ成果
をご覧いただき、励ましのお言葉をお掛けい
ただきたいと思います。 

◎日時 

＜児童鑑賞日＞ 

１１月１６日(金) ９：００～１１：２５ 

＜保護者・地域鑑賞日＞ 

１１月１７日(土) ９：２５～１１：１０ 

◎会場  本校体育館 

◎お願い 

・１６日は「お弁当の日」です。お弁当を
忘れず持たせてください。 

・上履きと下履きを入れる袋を持参し、下
履きは袋に入れて、お持ちください。 

・ネームプレートを着用してください。 

・受付は、体育館北口となります 

・車での来校は、御遠慮ください。また、
駐輪スペースも限られていますので、徒
歩での来校に御協力ください。 

・校地内（学校周辺を含む）は禁煙です。 

・１７日のご都合が悪く、１６日に来校を
希望される場合は、担任までお知らせく
ださい。 

＜読書の秋＞ 
１０月２２日～１１月３日は読書旬間で

す。始業前の朝読書の時間では、子供たちが
用意した本を静かな教室の中で読んでいる姿
や担任やボランティアの方の読み聞かせを楽
しそうに聞き入っている様子が見られます。
また１０月１０日には、１・２年生保護者に
よる「読み聞かせスペシャル」がありました。
子供たちは、様々なお話に耳を傾け笑ったり
考えさせられたりと大喜びでした。 
読書によって子供たちの基礎学力は大きく

伸長するといわれています。家庭での読書習
慣も定着してほしいと願っています。 

 

＜昭島市学力調査＞ 
市内公立小学校の児童全員を対象に学力調

査を行い、これまでに学習した内容の定着状
況を確認します。 
１１月２７日(火)  
１．２年・・・国語 算数 
３～６年・・・国語 社会 算数 理科 

＊市からのお知らせも、ご覧ください。 
＊定規などの必要な学習道具などにつきまし
ては、学年・学級からお知らせします。 

＊結果につきましては、３学期にお知らせし
ますとともに、今後の学習に活用してまい
ります。 

 ご理解とご協力をお願いします。 

＜１１月の主な行事予定＞ 
１(木) ふれあい月間始 委員会活動 避難訓練 

 ３(土) 文化の日（祝日） 
 ６(火)  就学時健康診断 (特別時程)  
７(水) (特別時程４校時)１年生のみ５校時授業 
８(木) 昭島市音楽会(６年) 

１０(土) 土曜スクール 
１３(火) 安全指導 

１４(水) (特別時程４校時)２－２のみ５校時授業 

１５(木) (特別時程５校時)６年生のみ６校時 

１６(金) 音楽会児童鑑賞日 お弁当の日 
１７(土) 音楽会保護者鑑賞日 

 

 

１９(月) 振替休業日 
２０(火) 音楽会片付け(５年) 
２１(水)  小中一貫活動日 (特別時程４校時) 
２２(木)  クラブ活動 
２３(金) 勤労感謝の日(祝日) 
２５(日) 昭島市青少年フェスティバル 
２６(月) なわとび小助特別授業 
２７(火) 昭島市学力調査 

２９(木) クラブ活動 英語の時間(低) 

 卒業アルバム写真撮影(６年) 

３０(金) (特別時程４校時)５年生のみ５校時授業 

     


